
※再開発後の画像はイメージです

天ケ瀬ダム再開発事業 トンネル式放流設備 計画概要
航空写真と完成イメージ

主ゲート×2門
(幅3.6m×高さ4.9m)

副ゲート×2門
(幅3.6m×高さ6.0m)

修理用ゲート×1門
(幅10.3m×高さ12.3m)

貯水容量配分図
より効率的な貯水池運用を図ることができ、治水だけでなく利水に活用
出来る容量が拡大する。

事業の目的

①治水（洪水調節機能の強化）
放流能力を増強し、ダムの治水容量をより効率的に活用することで、天ケ瀬ダムの

洪水調節機能を強化。（洪水調節時の放流能力を840m3/sから1,140m3/sに、琵琶湖後
期放流時の放流能力を900m3/sから1,500m3/sに増強）
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③利水（発電能力の増強）
需要電力の多い洪水期にも110,000kWの電力を新たに供給。

②利水（京都府の水道用水の確保）
１日あたり51,840m3の水道用水を新たに安定して供給。
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▼洪水時最高水位(平常時最高貯水位)EL.78.5m

▼洪水貯留準備水位EL.72.0m
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▼EL.58.0m

水道容量
60万m3
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214万m3

導流部(φ10.3m) EL.41.2m

▼コンジットゲート EL.42.7m

水道用水と発電が共同で利用
する容量を増大。

発電最低水位の低下によって
放流能力が小さくなると治水
上の支障が生じるため、トン
ネル式放流設備新設で、放流
能力を増大。

▼▼コンジットゲート EL.42.7m

▼洪水時最高水位(平常時最高貯水位)EL.78.5m

▼洪水貯留準備水位EL.72.0m
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放流設備
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天ヶ瀬発電所

吐口部

構 造 内径　10.3m

計 画 放 流 量 600 ㎥/s

延 長 617 ｍ

トンネル式放流設備

（EL.72.0m）

再開発後


